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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成22年10月21日(2010.10.21)

【公開番号】特開2009-69083(P2009-69083A)
【公開日】平成21年4月2日(2009.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-013
【出願番号】特願2007-240135(P2007-240135)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/38     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ   9/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ   5/38    　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｂ   9/02    　　　　
   Ｇ０１Ｂ  11/00    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月6日(2010.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定物の位置に応じて位相が変化する複数の第一の信号と、
　前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に応じて位相が変化し前記第
一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳させた複数の重畳信号と、
を出力する出力手段と、
　前記出力手段が前記複数の第一の信号を出力する第一の期間に前記第一の信号の位相を
算出し、前記出力手段が前記複数の重畳信号を出力する第二の期間に前記第二の信号の位
相を算出する位相演算器と、
　前記第一の期間に前記位相演算器で算出された前記第一の信号の位相の回帰係数を算出
する回帰演算器と、
　前記回帰係数を用いて算出された第一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算器
で算出された第二の信号の位相との位相差を算出する減算器と、
　前記減算器から出力された前記位相差の符号が反転する位置から前記被測定物の原点位
置を求める位相差演算手段と、
　前記位相差演算手段で求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する絶対
位置算出手段と、を有することを特徴とする絶対位置の計測装置。
【請求項２】
　被測定物の位置に応じて位相が変化する複数の第一の信号と、
　前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に応じて位相が変化し前記第
一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳させた複数の重畳信号と、
を出力する出力手段と、
　前記出力手段が前記複数の第一の信号を出力する第一の期間に前記第一の信号の位相を
算出し、前記出力手段が前記複数の重畳信号を出力する第二の期間に前記第二の信号の位
相を算出する位相演算器と、
　前記第一の期間に前記位相演算器で算出された前記第一の信号の位相の回帰係数を算出
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する回帰演算器と、
　前記回帰係数を用いて算出された第一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算器
で算出された第二の信号の位相との位相差を算出する減算器と、
　前記減算器から出力された前記位相差の符号が反転する位置から前記被測定物の原点位
置を求める位相差演算手段と、
　前記位相差演算手段で求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する絶対
位置算出手段と、を有し、
　前記回帰演算器は、前記位相演算器で算出された前記第一の信号の位相に、計測時刻か
らの経過時間に応じた指数関数的重み係数を乗じて前記回帰係数を算出することを特徴と
する絶対位置の計測装置。
【請求項３】
　前記出力手段にて検出された前記第一の信号及び前記重畳信号は、一つのアナログ／デ
ジタル変換器に入力され、
　前記第一の信号は、常時、前記アナログ／デジタル変換器に入力され、
　前記重畳信号は、一定期間毎に、前記第一の信号に前記第二の信号を重畳することによ
り前記アナログ／デジタル変換器に入力され、
　前記アナログ／デジタル変換器は、前記第一の信号及び前記重畳信号を時間的に交互に
処理し、
　前記位相演算器に入力される前記第二の信号は、前記重畳信号から、前記回帰係数を用
いて算出した第一の信号を減算することにより算出されることを特徴とする請求項１又は
２記載の絶対位置の計測装置。
【請求項４】
　前記絶対位置の計測装置は、前記第二の信号の振幅の大きさを検出する振幅検出手段を
有し、
　前記第一の信号の位相と前記第二の信号の位相との位相差、及び、前記第二の信号の振
幅の大きさを利用して、前記被測定物の原点位置を求めることを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか一に記載の絶対位置の計測装置。
【請求項５】
　前記位相差演算手段は、前記第一の信号と前記第二の信号の位相差を前記第一の信号の
一周期の間で合計又は平均した値を、該第一の信号の周期毎に複数保持し、
　前記合計又は平均した値のうち、隣接する周期での値の符号が反転したことを検出して
被測定物の原点位置を求めることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一に記載の絶対
位置の計測装置。
【請求項６】
　被測定物の位置に応じて位相が変化する複数の第一の信号と、
　前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に応じて位相が変化し前記第
一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳させた複数の重畳信号と、
を出力する出力ステップと、
　前記出力ステップにおいて前記複数の第一の信号を出力する第一の期間に前記第一の信
号の位相を算出し、前記出力ステップにおいて前記複数の重畳信号を出力する第二の期間
に前記第二の信号の位相を算出する位相演算ステップと、
　前記第一の期間に前記位相演算ステップで算出された前記第一の信号の位相の回帰係数
を算出する回帰演算ステップと、
　前記回帰係数を用いて算出された第一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算ス
テップで算出された第二の信号の位相との位相差を算出する減算ステップと、
　前記減算ステップによって算出された前記位相差の符号が反転する位置から前記被測定
物の原点位置を求める位相差演算ステップと、
　前記位相差演算ステップで求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する
絶対位置算出ステップと、を有することを特徴とする絶対位置の計測方法。
【請求項７】
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　被測定物の位置に応じて位相が変化する複数の第一の信号と、
　前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に応じて位相が変化し前記第
一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳させた複数の重畳信号と、
を出力する出力ステップと、
　前記出力ステップにおいて前記複数の第一の信号を出力する第一の期間に前記第一の信
号の位相を算出し、前記出力ステップにおいて前記複数の重畳信号を出力する第二の期間
に前記第二の信号の位相を算出する位相演算ステップと、
　前記第一の期間に前記位相演算ステップで算出された前記第一の信号の位相の回帰係数
を算出する回帰演算ステップと、
　前記回帰係数を用いて算出された第一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算ス
テップで算出された第二の信号の位相との位相差を算出する減算ステップと、
　前記減算ステップによって算出された前記位相差の符号が反転する位置から前記被測定
物の原点位置を求める位相差演算ステップと、
　前記位相差演算ステップで求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する
絶対位置算出ステップとを有し、
　前記回帰演算ステップは、前記位相演算ステップで算出された前記第一の信号の位相に
、計測時刻からの経過時間に応じた指数関数的重み係数を乗じて前記回帰係数を算出する
ことを特徴とする絶対位置の計測方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】絶対位置の計測装置及び計測方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の一側面としての絶対位置の計測装置は、被測定物の位置に応じて位相が変化す
る複数の第一の信号と、前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に応じ
て位相が変化し前記第一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳させ
た複数の重畳信号と、を出力する出力手段と、前記出力手段が前記複数の第一の信号を出
力する第一の期間に前記第一の信号の位相を算出し、前記出力手段が前記複数の重畳信号
を出力する第二の期間に前記第二の信号の位相を算出する位相演算器と、前記第一の期間
に前記位相演算器で算出された前記第一の信号の位相の回帰係数を算出する回帰演算器と
、前記回帰係数を用いて算出された第一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算器
で算出された第二の信号の位相との位相差を算出する減算器と、前記減算器から出力され
た前記位相差の符号が反転する位置から前記被測定物の原点位置を求める位相差演算手段
と、前記位相差演算手段で求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する絶
対位置算出手段とを有する。
　本発明の別の側面としての絶対位置の計測装置は、被測定物の位置に応じて位相が変化
する複数の第一の信号と、前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に応
じて位相が変化し前記第一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳さ
せた複数の重畳信号と、を出力する出力手段と、前記出力手段が前記複数の第一の信号を
出力する第一の期間に前記第一の信号の位相を算出し、前記出力手段が前記複数の重畳信
号を出力する第二の期間に前記第二の信号の位相を算出する位相演算器と、前記第一の期
間に前記位相演算器で算出された前記第一の信号の位相の回帰係数を算出する回帰演算器
と、前記回帰係数を用いて算出された第一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算
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器で算出された第二の信号の位相との位相差を算出する減算器と、前記減算器から出力さ
れた前記位相差の符号が反転する位置から前記被測定物の原点位置を求める位相差演算手
段と、前記位相差演算手段で求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する
絶対位置算出手段と、を有し、前記回帰演算器は、前記位相演算器で算出された前記第一
の信号の位相に、計測時刻からの経過時間に応じた指数関数的重み係数を乗じて前記回帰
係数を算出する。
　本発明の更に別の側面としての絶対値の計測方法は、被測定物の位置に応じて位相が変
化する複数の第一の信号と、前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に
応じて位相が変化し前記第一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳
させた複数の重畳信号と、を出力する出力ステップと、前記出力ステップにおいて前記複
数の第一の信号を出力する第一の期間に前記第一の信号の位相を算出し、前記出力ステッ
プにおいて前記複数の重畳信号を出力する第二の期間に前記第二の信号の位相を算出する
位相演算ステップと、前記第一の期間に前記位相演算ステップで算出された前記第一の信
号の位相の回帰係数を算出する回帰演算ステップと、前記回帰係数を用いて算出された第
一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算ステップで算出された第二の信号の位相
との位相差を算出する減算ステップと、前記減算ステップによって算出された前記位相差
の符号が反転する位置から前記被測定物の原点位置を求める位相差演算ステップと、前記
位相差演算ステップで求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する絶対位
置算出ステップと、を有する。
　本発明の更に別の側面としての絶対値の計測方法は、被測定物の位置に応じて位相が変
化する複数の第一の信号と、前記複数の第一の信号のそれぞれに、前記被測定物の位置に
応じて位相が変化し前記第一の信号とは周期が異なる複数の第二の信号のそれぞれを重畳
させた複数の重畳信号と、を出力する出力ステップと、前記出力ステップにおいて前記複
数の第一の信号を出力する第一の期間に前記第一の信号の位相を算出し、前記出力ステッ
プにおいて前記複数の重畳信号を出力する第二の期間に前記第二の信号の位相を算出する
位相演算ステップと、前記第一の期間に前記位相演算ステップで算出された前記第一の信
号の位相の回帰係数を算出する回帰演算ステップと、前記回帰係数を用いて算出された第
一の信号の位相と前記第二の期間に前記位相演算ステップで算出された第二の信号の位相
との位相差を算出する減算ステップと、前記減算ステップによって算出された前記位相差
の符号が反転する位置から前記被測定物の原点位置を求める位相差演算ステップと、前記
位相差演算ステップで求めた前記原点位置から前記被測定物の絶対位置を算出する絶対位
置算出ステップとを有し、前記回帰演算ステップは、前記位相演算ステップで算出された
前記第一の信号の位相に、計測時刻からの経過時間に応じた指数関数的重み係数を乗じて
前記回帰係数を算出する。


	header
	written-amendment

